
「金谷リハビリテーションセンター」では、午前（9時～ 12時）、

午後（13時～ 16 時）の二部制の短時間型通所リハビリテーショ

ンとなっております。

　介護認定を受けた方であればサービス利用可能です。主に整形

外科疾患・脳血管疾患の方が多いですが、難病（神経難病（脊髄

小脳変性症・ALS）等）の方でも理学療法士が一緒に運動メニュー

を考え、実施します。最近では、運動する機会が減った方に対し

ても体力向上に向けた、機械を使ったトレーニングや自主トレー

ニング指導を行っております。

　皆さんも一緒に運動してみませんか？

コミュニケーションを取りながら、リハビリを行います。

利用の相談

金谷リハビリテーションセンターの一日の流れ

　担当のケアマネジャーにご相談ください。担当のケアマネジャーが　　  

　いない場合は、「みちのくケアプランセンター」へご相談ください。

【お問い合わせ先】　

　　 みちのくケアプランセンター　TEL：0175-23-7070  

送迎

バイタル測定

体操

リハビリ

マシントレーニング

物理療法

歩行トレーニング

エステ

　※希望者のみ

自宅まで送迎

体温・血圧を測定し、体調確認

1時間ごとに「腰痛、腰痛予防」、「体力向上」

「リラクゼーション」を目的とした体操

理学療法士が身体評価し、運動メニューを立

案、実施

筋力評価、個々に応じた負荷を設定し筋力強化

温熱療法、干渉波治療器、超音波治療器を用

いて疼痛緩 和

万歩計を付けて歩行

「エステルーム SAKURA」にて肩もみ、

フットマッサージ、ハンドマッサージ

ウォーターベッドも完備
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「絵手紙の指導は求められる限り続けたい」と語る義久さん。 義久さんの作品「パプリカ」の絵手紙



◆特定技能制度は、国内人材を確保することが困難な状況にある産業分野において、一定以上の日本語

レベルや技能を有する外国人を受け入れることを目的とする制度です。

「日本に残って、もっと働きたい！」

　法人には、現在ベトナム人技能実習生が15名います。「みちのく城ケ沢フードセンター」

で２０１９年から働いている技能実習生のマイさんとイェンさんは、５年間の技能実習

を終えた後も、日本で働き続けるため、「特定技能１号技能測定試験」を受験しました。

　試験は、調理や衛生、接客まで幅広い問題があり、問題はすべて日本語で出題される

ため、大変な苦労がありましたが、見事に２人そろって合格することができました。

　法人としては初めて、技能実習から特定技能への移行となります。今後も調理員とし

て、利用者へ安心安全なサービスを提供できるように頑張っていきます。

食材を均等な大きさに切っています。

　法人では、地域社会における地域福祉の担い手とし

て貢献し得る人材を養成することを目的に、2003年

「みちのくヘルパースクール」を開校し、ヘルパー２

級講座（介護職員初任者研修）を始めました。

　2017年からは初任者研修レベルの知識に加えて、

より専門性が高い内容を学ぶ「介護福祉士実務者研修

講座（通信課程）」を開講しております。

　感染症予防等のため、しばらく開催を自粛しておりまし

たが今年から再開し、今回で第30回目の開講となります。

　青森市や八戸市まで行かずに、働きながらむつ市で

自宅学習と土・日曜日にスクーリング（授業）を行い、

「介護福祉士実務者研修」が修了できます。

　来年度も募集を予定しておりますので、興味のある

方はホームページをご覧下さい。

　※介護福祉士を受験するための条件が2016年度より『実務者研修

の修了と3年以上の実務経験』が必要となります。

研修の流れ

１.オリエンテーション

　・入校の説明

２.自宅学習（通信）

・e- ラーニングでの学習

４.修了認定

３.スクーリング（授業）

・介護過程Ⅲ　計 6回予定

　・医療的ケア　計 1回予定

（土・日曜日で行います）

みちのくヘルパースクール開講

のお知らせはホームページで確

認できます。

こちらから簡単アクセス！！
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　2024 年 7 月下旬に「特別養護老人ホーム金谷みちのく荘」

の敷地内で、夏祭りを行いました。

　コロナ禍では利用者だけの開催や感染予防のため自粛が続

きましたが、今年は利用者の家族も招待しました。

　会場では、焼き鳥、バナナチョコ、かき氷、射的等の屋台

が並び、職員によるフード対決も行われ、施設長が作った「焼

きおにぎり」が見事に優勝しました。

お腹を満たした後は、会場の中心で輪になり「おしまこ」

を踊り、最後には花火をしました。

　あっという間に夏祭りは終わりを迎えましたが、今年も暑

い日が続くなか、久しぶりに屋外で家族と一緒に夏祭りを楽

しむことができ、会場は笑顔で溢れていました。

外国人材の日記は、ホームペー

ジでも更新しています。

スマートフォンでチェック‼


